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(特用作物一いぐさ一栽培）
(筑後一い草栽培）

腺題名

３２ いぐさ病害虫の生態及び防除に関する研究
分類 ①

イグサシンムシガ及び紋枯病の同時防除

誤験研

究年次
61～63年（完了）

Ｉ目的

イグサシンムシガ及び紋枯病の同時防除を確立し、防除の省力化を図る°

Ⅲ試(験）方法

１試験場所福岡県農業総合試験樹筑後分掲
２；供賦品種及び作期『いそなみ」，普通刈栽培
３供試薬剤

藻剤名有効成分（％）対象病害虫

パダン水溶剤カルタップ塩酸塩５０イグサシンムシガ
パリダシン液剤バリダマイシンＡ３紋枯病

ダイアジノン粒剤ダイアジノン３イグサシンムシガ
モンカット粒剤ｈフルトラニル７紋枯病

４試験区の柄成

No.供訣薬剤希釈倍数（倍）散布量散布方法散布時期

61年６２年６３年（10a当たり）６１年６２年６３年

１熊散布一

２パ従ン水溶剤１０００１０００１０００１５０９電動噴覇横
３バリダシン液剤５００５００１０００１５０９憾勤噴頴槻
４ハ・ﾀ゙・ﾝ水溶剤十ﾊ゙･ﾘﾀ､･ｼﾝ液剤1000+5001000+5001000+10001509電動噴霧機
５ダイアジノン粒剤－４ｋｇ手散布
６モンカット粒剤－４ｋｇ手散布
７ﾀー ｲｱｼ゙ ､ﾉﾝ粒剤十ﾓﾝｶﾂﾄ粒剤一

b一 一・４+4ｋｇ手散布

lq

注）粒剤（試験区No.5～7）は62年及び63年の２カ年のみ供藤した。
５調査方法

’
６月18日６月17日

及び６月14日及び
８月22日６月22日

1区５０株を刈り取り、泥染め乾燥後、長茎と中短茎について被害茎率を調査した。

Ⅲ主要成果の概要

１パダン水溶剤（1000倍）とパリダシン液剤価００倍）及びダイアジノン粒剤（４kg／10ａ）とモンカット粒剤
(４kg／10ａ）の混合使川は､イグサシンムシガ（第２世代幼虫） の防除適期に合わせて紋枯病との同時防除を

行った掲合、単剤による防除と同槻の防鯨効果があり、省力的である。

２本誤験で供試した薬剤の組合せでは同時散布による薬審は風められなかった。
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有効茎注） は60cm以上の茎
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表被害調査
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注）①中短茎は60c画以上105cm未潤の茎。
②防除価は長茎十中短茎の被害茎率から算出した°
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１１４２５８９９５５．４９６７１３６４１００１００７０．７
２１４４５６１０５５５．４９２０１３１５．９５９６６９．７
３１４２５５９６５７．７９２５１３１１９６９６７０．１
４１４４５８９８５９．２９６０１３５１９９９９７０．５
５１４７５９９９５９．９９８３１３７６１０２１０１７０．８
６１５１６９１１０６２．８１１０２１４９２１１４１０９７３７
７１４９６３１０４１０２８ｕ410１０８１０３７２．３６０．９

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１
２
平成２年度主要農ｲｳﾘ物病審虫防除基遡に採用する°
浸水などにより紋枯病が多発した掲合は補正防除を行う。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名

１６１～63年度

２６１，６２年度

福岡県農業総合試験樹いぐさ部会獣験成綴概要書
福岡県農業総合賦験鞘筑後分掲いぐさに関する試験成績書


